
投

句

要

領

懇

親

会

の

ご

案

内

◎
表
彰
式
典
＝
川
柳
大
会
同
一
会
場
に
て

　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
６
月
21
日
（
日
）
午
後
か
ら
予
定

　

川
柳
文
学
賞
・
功
労
者
・
令
和
柳
多
留
入
賞
者

　

大
会
10
回
15
回
20
回
25
回
連
続
参
加
者

　
　
　

（
大
会
連
続
参
加
者
の
表
彰
は
自
己
申
告
の
た
め
日
川
協
事
務
局

　
　
　

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
　◎

大
会
の
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
４—

０
０
０
７

　
　

岡
山
県
笠
岡
市
山
口
１
７
７
７　
　

高
木　

勇
三　

方

　

第
49
回
全
日
本
川
柳
２
０
２
６
年

　
　
　
　
　
　

岡
山
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
５
（
６
５
）
０
８
２
７

◎
笠
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
（
会
費
七
、
〇
〇
〇
円
）

 
 　

令
和
８
年
６
月
21
日
（
日
）
の
川
柳
大
会
終
了
後
、

 
 　

午
後
５
時
開
会
予
定

　
　

〒
７
１
４—

０
０
８
６　

笠
岡
市
五
番
町
６-

20

　
　
　
　
　
　

☎
０
８
６
５
（
６
３
）
０
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
会
会
場
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

◎
宿　

泊

　

宿
泊
に
関
し
ま
し
て
は
、
ご
自
身
で
の
お
手
配
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

規
定
の
用
紙
（
コ
ピ
ー
可
）
で
ご
投
句
く
だ
さ
い
。（
但
し
、
用
紙

の
大
き
さ
を
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
消
え
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
使

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
受
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

◆
事
前
投
句
参
加
用
紙
（
課
題
４
題
８
句
）

 

「
晴
れ
」「
吹
く
」「
豊
か
」「
ペ
ー
ス
」

◆
課
題
吟
は
未
発
表
自
作
に
限
り
ま
す
。

◆
二
重
投
句
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

◆
投
句
は
お
一
人
様
一
回
に
限
り
ま
す
。

◆
投
句
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、

　

入
選
・
入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
作
品
は
、
作
者
名
を
伏
せ
て
、
各
選
者
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

　

楷
書
で
濃
く
お
書
き
く
だ
さ
い
。

表

彰

式

典

の

ご

案

内

日　

時　

令
和
８
年
６
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時
開
場

会　

場　

笠
岡
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

　

〒
７
１
４—

０
０
８
７　

岡
山
県
笠
岡
市
六
番
町
１-

10

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
６
５
（
６
３
）
５
５
１
１

●
交
通
機
関

　

Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
「
笠
岡
駅
」
か
ら
タ
ク
シ
ー
10
分

　

山
陽
自
動
車
道
「
笠
岡
イ
ン
タ
ー
」
下
車
後
一
般
道
15
分

●
主　
　

催　

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会

　
　
　
　
　
　

全
日
本
川
柳
岡
山
大
会
実
行
委
員
会

●
共　
　

催　

笠
岡
市

宿　

題　

第
一
部
（
事
前
投
句
４
月
15
日
締
切
・
消
印
有
効
）

　

一
般
（
高
校
生
も
含
む
）
部
門

　
　

「
晴　
　

れ
」　
　

北　

川　

拓　

治　

選
（
岡　

山
）

　
　

「
吹　
　

く
」　
　

佐　

瀬　

貴　

子　

選
（
茨　

城
）

　
　

「
豊　
　

か
」　
　

森　
　
　

峰　

義　

選
（
愛　

知
）

　
　

「
ペ 

ー 

ス
」　
　

木　

本　

朱　

夏　

選
（
和
歌
山
）

　

ジ
ュ
ニ
ア
（
小
中
学
生
）
部
門

　
　

「
ガ 

ラ 

ス
」　
　

弘　

兼　

秀　

子　

選
（
広　

島
）

　
　

「
晴　
　

れ
」　
　

佐　

道　
　
　

正　

選
（
東　

京
）

　
　

「
自 

由 

吟
」　
　

濱　

山　

哲　

也　

選
（
青　

森
）

　
　

 

（
自
由
に
作
る
）　

投
句
料　

一
、
〇
〇
〇
円
（
定
額
小
為
替
・
現
金
書
留
）
を
同

封
し
て
左
記
あ
て
に
郵
送
ま
た
は
郵
便
振
替
口
座
へ
送
金
の

こ
と
。
（
当
日
消
印
有
効
）
小
中
高
生
は
投
句
料
無
料
。

投
句
先　

〒
５
３
０-

０
０
４
１　

大
阪
市
北
区
天
神
橋

　
　
　
　

２
丁
目
北
１
の
11 

ス
テ
ッ
プ
イ
ン
南
森
町
９
０
５

　

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会　

宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
６
（
６
３
５
２
）
２
２
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX
０
６
（
６
３
５
２
）
２
４
３
３

　
　
　
　
　

郵
便
振
替
口
座　

０
０
９
７
０-

９-

３
５
７
５

宿　

題　

第
二
部
（
当
日
投
句
・
11
時
締
切
）

　
　

「
結　
　

ぶ
」　
　

平　

田　

朝　

子　

選
（
熊　

本
）

　
　

「
創　
　

造
」　
　

門　

脇　

か
ず
お　

選
（
鳥　

取
）

　
　

「
ガ 

ラ 

ス
」　
　

大　

野　

征　

子　

選
（
東　

京
）

　
　
　
　
　
　
　
　

各
題
二
句
、
当
日
配
布
の
句
箋
に
記
入
。

第
二
次
選
者

　

江　

畑　

哲　

男
（
千　

葉
）　

赤　

池　

加　

久
（
石　

川
）

　

高
橋　

み
っ
ち
ょ
（
北
海
道
）　

高　

鶴　

礼　

子(

埼　

玉
）

　

片　

岡　

加　

代
（
大　

阪
）

参
加
費　

三
、
〇
〇
〇
円
（
参
加
費
・
昼
食
代
含
む
）

　

全
日
本
川
柳
岡
山
大
会
実
行
委
員
長　

高　

木　

勇　

三

川

柳

大

会

の

ご

案

内

　

第
49
回
全
日
本
川
柳
２
０
２
６
年　

岡
山
大
会



北　川　拓　治　選佐　瀬　貴　子　選森　　　峰　義　選木　本　朱　夏　選

題 [ 晴　　れ ]題 [ 吹　　く ]題 [ 豊　　か ]題 [ ペ ー ス ]

②　　　 ①②　　　 ①②　　　 ①②　　　 ①

※
 

文
字
は
楷
書
で
鮮
明
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
 

姓
・
雅
号
に
は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
 

ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
入
選
作
品
の
作
成
と
配
布
に
使
用
し
ま
す
。

　

 

ま
た
、
日
川
協
誌
上
大
会
の
ご
案
内
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
49
回
全
日
本
川
柳
２
０
２
６
年
岡
山
大
会

（
一
般
部
門
）
事
前
投
句
参
加
用
紙

№№№№・現金　　・郵便小為替

・郵便振込

（　　月　　日に振込）

投句料のお支払方法に
○印をつけてください。

№

当　

日　
　

参　

加
・
不
参
加

電話番号

男　・　女

ふ
り
が
な

〒

住　　所　雅　　号

都 道 府 県 名


